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１．研究計画の概要 
 アルチン環はイデアルに関する降鎖条件
を満たす環であり、最近の様々な研究の結果、
さらに多くの疑問が生じている環である。本
研究の目的は、このアルチン環を中心とする
環に関して、下記の (1) – (5) のを行うこと
である。 
 
（１） どの様な条件の下で、原田環が 

Morita self-duality を持つかを明ら
かにする。 

（２） Fuller の定理の周辺定理を、さらに
使い勝手があり、定理が内包してい
る意味が明らかになるように一般化
する。 

（３） Almost projective, almost injective 
の研究の視点から、アルチン環の構
造を調べる。 

（４） Tachikawa-Ringel による QF-3 環
の構造定理を、原田環・中山環に特
殊化した結果の周辺問題の解決。 

（５） 原田環を通して、古典的アルチン環
である中山環・QF 環の再研究につい
て述べたレクチャー・ノートを執筆
し、その出版を目指す。 

 
 
２．研究の進捗状況 
 研究計画（５）で目指したレクチャー・ノ
ートは、研究分担者の大城紀代市山口大学理
工学研究科名誉教授との共著により、
“ Classical artinian rings and related 
topics”, World Scientific (2009) として出版
することができた。この本には、中山正によ
って QF 環と中山環が導入されて以来、様々

な研究者により綿々とその構造の研究がな
され続けてきた古典的アルチン環が、1978
年に原田学が導入し、後に原田環と呼ばれる
ようになった新しいアルチン環の研究によ
り、新たな視点からの再研究がなされること
となった、その研究成果が書かれている。古
典的アルチン環の様々な過去の研究が、新た
な視点から洗い直されてるのみならず、原田
環自身の美しい構造についても、Skew 
Matrix ring という新たの手法により行列表
現されている。さらに、中山環でさえ証明が
難解な森田自己双対性を持つかどうかの問
題を、ある種の原田環が森田自己双対性がも
つ同値条件についても考えている。（研究計
画の概要の（１） の研究。）そして、extending 
properties と lifting properties により、中
山環の R-加群論的特徴付けを行い、それによ
り QF 環、中山環、原田環の関係を明らかに
している。また、これらの研究の基礎的な道
具となる、Fuller の定理とその周辺定理につ
いても、体系的に述べている。（研究計画の
概要の（２） の研究。）このような内容をも
つ、このレクチャー・ノートは、この分野の
研究集約書としての意味を持ち、多くの読者
にこの分野を理解してもらうにふさわしい
図書であると自負している。 
 
 
３．現在までの達成度 
 ② おおむね順調に進展している。 
（理由） 

最大の目標であったレクチャー・ノートの
出版は達成された。それは、研究計画とも関
連する、未発表の多くの研究成果を含むもの
であり、過去の古典的アルチン環の結果を、
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新たな視点から洗い直すものである。 
その他、almost projectivivity に関する研

究も、一歩一歩進展している。 
 
 
４．今後の研究の推進方策 

進展中の研究計画の（３）に関する研究を
進める。 

また、研究計画の（４）に関する研究も、
さらなる研究を行う。 

そして、研究計画（１），（２）の研究につ
いてももう一段の成果を目指す。 
 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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